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はじめに
　本文セクションは2段組21字×44行に設定。
本文の見出しは中央揃え、ゴシック12pt、上下は段落設定により半行ずつ開ける。
本文の文章は両端揃え、日本語は明朝10pt、英数字は半角でTimes New Roman。
文献番号は引用した順番につける。引用場所の右肩に1)、2-3)、1, 3-4)と番号を付す。　
方法
　
統計学的分析
副見出しはゴシック10pt太字で左揃え。
なお統計学的分析を行った研究では、副出しをつけて記載するのが望ましい。
結果
　図表は英語でも良い。
図中の文字フォントは指定しないが、図のタイトルや説明は明朝（英数字はTimes New Roman）とする。
　表は明朝体とTimes New Romanを基本とする。
考察
「結果と考察」とすることが一般的な研究分野では両者をまとめても良い。
結語
　結果と考察を踏まえて得られた論文の結論を記載する。結語に相当する段落を考察の最後に記載した場合、本セクションは省略可。
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ABSTRACTは「研究論文（査読つき）」では必須とし、「研究論文（査読なし）」および「報告」では著者の選択に委ねる。 Text（ABSTRACT本体）は概ね250語程度（400語以内）。構造化抄録（Objective,  Methodsなどの見出しが入る抄録）の場合は見出しの前で改行し、左揃え。非構造化抄録（見出しが入らない抄録）の場合は、文頭および各段落の冒頭を字下げする。米国英語を使用し、著者の責任においてネイティブスピーカーのチェックを受ける。フォントはTimes New Roman, フォントサイズはタイトル12Pt, 著者名・所属・本体10Pt.、所属番号は右肩上付きとする。構造化抄録（Objective,  Methodsなどの見出し）の場合は見出しの前で改行し、Arial 10pt太字、左揃え。非構造化抄録（見出しが入らない）の場合は文頭と各段落の冒頭を字下げする。Key WordsのタイトルはArial 10pt太字、左揃え。
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